
数理統計学特論開講科目名

担当教員 垣内　逸郎 開講区分
前期

単位数
2単位

工学の諸問題を取り扱うにあたって確率・統計的な考え方を要求されることが多く，またデータ解析の統計的方法�
は多岐にわたっている。その解析法の本質を知らないと間違った解析を行い，取り返しのつかない結果を引き起こ�
す恐れがある。本講義では，多変量データの統計的解析手法を主体にして，その数学理論的基礎を解説するととも�
に，その実際例を紹介する．最近特に注目されているグラフィカルモデリングの理論とその実際については，詳し�
く言及する．�

授業のテーマと目標

１．多変量正規分布とその性質�
２．グラフィカルモデリングの理論とその実際�
３．多変量データ解析の各手法�
について，その理論を主として解説する．

授業の概要と計画

成績は，3回のレポート，レポートＡ(30%)，レポートＢ(40%)，レポートＣ(30%)の内容で評価する．評価が６０点�
以上となったものを合格とする．評価の目安は，講義の内容を十分に理解して基礎知識を取得し，意欲的に講義に�
参加したと判断できる場合を優，講義の内容はよく理解したが，積極性が十分でないと判断できる場合を良，講義�
内容について最低限の基礎知識は習得したと判断される場合を可とする．

成績評価方法と基準

数理統計学，確率論基礎等の講義を履修している方が，分かりやすいという意味で望ましい．
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

オフィスアワー：火曜日昼休み，必要に応じて随時�
連絡先：自然科学3号館425室�
kakiuchi@kobe-u.ac.jp

オフィスアワー・連絡先

統計的方法は各方面に，理論的かつ実際的に使用される．これらの考え方に慣れることが必要です．遠慮なく質問�
してください．

学生へのメッセージ

教科書は使わない．ノート講義であり，必要なときは適宜資料を配布する．
テキスト

参考書は授業の際に紹介する．
参考書・参考資料等



数理論理学特論I開講科目名

担当教員 新井 敏康 開講区分
前期

単位数
2単位

超積と識別不能集合によるモデルの構成およびそれらによる独立命題を講述する。 
授業のテーマと目標

フィルター、超フィルター、超積、ラムゼーの定理、識別不能集合、スコーレム関数、Ehrenfeucht-Mostowski モ�
デル、対角識別不能集合、独立命題

授業の概要と計画

成績は定期試験（100%）の結果で評価する。評価が60点以上となったものを合格とする。評価の目安は，講義の�
内容を十分に理解したと判断できる場合を優，講義の内容をほぼ理解したと判断できる場合を良，講義内容につい�
ての最低限の基礎知識は習得したと判断される場合を可とする。

成績評価方法と基準

素朴集合論，代数の初歩等の数学的知識を仮定する。
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

火曜日5時限
オフィスアワー・連絡先

特に無し
学生へのメッセージ

講義中に配布
テキスト

D. Marker, Model Theory, Springer
参考書・参考資料等



数理論理学特論II開講科目名

担当教員 菊池　誠 開講区分
前期

単位数
2単位

数理論理学は数学の諸分野と関係しながら数学の一分野として発展してきたが，一般的な推論の科学の基礎という�
一面を持ち，哲学，言語学，認知科学などとの結びつきも深い。本講義では，数理論理学とその周辺領域の関係に�
ついて，いくつか話題を選び紹介をする。

授業のテーマと目標

ゲーデルの不完全性定理とその周辺，述語論理に基づく自然言語の形式的意味論，数学の基礎に関する哲学的考察�
などについての基本的な文献や議論を紹介する。

授業の概要と計画

講義内で実施する演習（50%）およびレポート（50%）の結果を総合評価する。評価が60点以上となったものを合�
格とする。評価の目安は，講義の内容を十分に理解したと判断できる場合を優，講義の内容をほぼ理解したと判断�
できる場合を良，講義内容についての最低限の基礎知識は習得したと判断される場合を可とする。

成績評価方法と基準

素朴集合論，代数等の初歩等の数学的知識，述語論理の完全性定理までの数理論理学の基礎知識を仮定する。
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

講義中に指示する。
オフィスアワー・連絡先

特になし。
学生へのメッセージ

講義中に指示する。
テキスト

講義中に指示する。
参考書・参考資料等



計算機数学特論開講科目名

担当教員 桔梗　宏孝 開講区分
前期

単位数
2単位

計算機科学の一番の数学的基礎は計算できるとはどういうことかに関する計算の理論であろう。この講義では計算�
の理論をなるべく具体的な例で調べることによって，概念や手法を身につけることを目的とする。成績はレポート�
や試験を総合してつける。�
�

授業のテーマと目標

1. チューリング機械と計算可能性の定義�
2. 計算不可能な関数�
3. 時間計算量，P問題，NP問題�
4. 古典命題論理の充足可能性のNP完全性�
5. 様々なNP完全問題�
6. 多項式時間で計算できない問題

授業の概要と計画

成績は，学期末に提出してもらうレポートの内容で評価する。評価が６０点以上となったものを合格とする。評価�
の目安は，講義の内容を十分に理解して基礎知識を取得し，意欲的に講義に参加したと判断できる場合を優，講義�
の内容はよく理解したが，積極性が十分でないと判断できる場合を良，講義内容について最低限の基礎知識は習得�
したと判断される場合を可とする。

成績評価方法と基準

数学的な議論に慣れていて，計算機のプログラミングの経験があることが望ましい。
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

時間: 月曜日17:00-18:00�
場所: 自然科学総合研究棟3号館413�
e-mail: kikyo@kobe-u.ac.jp

オフィスアワー・連絡先

実際のプログラミング言語との対比でチューリング機械を理解してみてほしい。
学生へのメッセージ

教科書はない。
テキスト

講義のときに_紹介する。
参考書・参考資料等



ソフトウェア工学特論I開講科目名

担当教員 中村 匡秀 開講区分
前期

単位数
2単位

工業製品としてソフトウェアを開発するためには、ソフトウェア構築のためのエンジニアリングプロセス全体を通�
した理解と、各プロセスにおいて有効な手法やツールの取得・実践が不可欠である。�
�
本講義では、ソフトウェア工学の広大な知識領域のうち、ソフトウェアライフサイクルの上流工程である要求分析�
および設計に特に焦点を当て、実際のソフトウェア開発に役立つ支援技術を概説する。�

授業のテーマと目標

主に以下の内容にしたがって進める。講義は演習室を利用し、毎回の授業の後半を演習にあてて理解を深める。�
�
１）ソフトウェアプロセスモデル�
２）ソフトウェア要求�
３）構造化分析技法�
４）ソフトウェア設計（外部設計・内部設計）�
５）オブジェクト指向開発の基礎

授業の概要と計画

講義内で実施するグループ演習およびレポートの結果を総合評価し、評価が６０点以上のものを合格とする。グ�
ループ演習の評価では他己評価も実施する予定である。評価の目安は、優：講義の内容を十分に理解し、かつ、講�
義とグループ演習に意欲的かつ積極的に参加したと判断される場合、良：講義の内容を十分に理解したが、積極性�
が十分でないと判断される場合、 可：講義内容についての最低限の基礎知識は習得できたと判断される場合、とす�
る。

成績評価方法と基準

C言語およびJava言語によるプログラミングの経験があることが望ましい。�
さらに、学部において「ソフトウェア工学」を履修していることが望ましい。

履修上の注意(関連科目情報等を含む)

月曜2限，システム棟　S307
オフィスアワー・連絡先

ソフトウェアを「つくる」ということの楽しさ・難しさを学び、体感してください。何事にも興味を持って、取り�
組みましょう。

学生へのメッセージ

特になし。電子化した講義資料を公開する。
テキスト

適宜紹介する。
参考書・参考資料等



人工知能特論開講科目名

担当教員 上原　邦昭 開講区分
前期

単位数
2単位

人工知能の研究は1950年代にはじまったばかりの比較的「若い」学問である。このため，その対象とする領域は多�
岐にわたっており，しかも人工知能の研究そのものに対してもさまざまな考え方が提案されている。本授業では，�
人工知能の分野で現在行われている議論を本質的に，かつ体系的に理解するために必要な基礎知識を提供すること�
を目的としている。

授業のテーマと目標

本授業では，人工知能を「人間の問題解決」という観点からとらえ，「問題を解決するとはどういうことか」，�
「そのためには何が必要か」ということから，機械学習，自然言語処理，知識工学という３つのテーマについて詳�
述する。�
１．機械学習�
例題からの学習，概念クラスタリング，類推，分析的学習�
２．データマイニング�
データマイニングの方法論，データの可視化，データマイニングのツール紹介�
３．知識工学�
エキスパートシステムの実際，知識獲得�
演習として簡単なエキスパートシステムの開発を行う。

授業の概要と計画

成績は，レポート (50%) と口頭発表 (50%) の内容で評価する．評価が60点以上となったものを合格とする．評価の�
目安は，講義の内容を十分に理解した上で，意欲的に口頭発表を行ったと判断できる場合は優，積極性が十分でな�
いと判断できる場合は良，最低限の内容についてのみ発表したと判断される場合は可とする．

成績評価方法と基準

学部における授業科目「人工知能」を前提として講義をすすめるので，相当する科目を履修していること。
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

特に指定なし�
自然科学総合研究棟３号館８０２号室（内線６２１５）�

オフィスアワー・連絡先

グループ単位での調査研究、口頭発表、プログラミング演習を重視する。したがって、少なくともC言語の基礎的な�
能力を有していること。

学生へのメッセージ

人工知能システムの構成，小倉久和，小高知宏，近代科学社
テキスト

Eugene Charniak and Drew McDermott：Introduction to Artificial Intelligence, Addision Wesley.�
Dennis Merritt：Building Expert Systems in Prolog, Springer-Verlag.�
Peter Scott and Rod Nicolson：Cognitive Science Projects in Peolog, Lawrence Erlbaum Associates.�
Chistopher Westphal and Terea Blaxton：Data Mining Solutions, Wiley.

参考書・参考資料等



言語工学特論開講科目名

担当教員 番原　睦則 開講区分
前期

単位数
2単位

論理型言語，関数型言語におけるプログラミング，言語処理系について論じる．�
�

授業のテーマと目標

以下のような内容について講義をおこなう．�
1. 論理型言語の数学的背景�
2. 論理型言語のプログラミングと言語処理系�
3. 関数型言語のプログラミングと言語処理系�

授業の概要と計画

成績は，レポートA(50%)，レポートB(50%)の内容で評価する．�
評価が６０点以上となったものを合格とする．評価の目安は，講義の内容を十分に理解して基礎知識を取得し，意�
欲的に講義に参加したと判断できる場合を優，講義の内容はよく理解したが，積極性が十分でないと判断できる場�
合を良，講義内容について最低限の基礎知識は習得したと判断される場合を可とする．

成績評価方法と基準

学部において言語工学，数理論理学，またはそれに相当する科目を履修していることが望ましい．
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

講義中に指示する．
オフィスアワー・連絡先

代表的な論理型言語Prologの演習もおこなう予定です．
学生へのメッセージ

講義中に指示する．
テキスト

講義中に指示する．
参考書・参考資料等



データベース・システム特論開講科目名

担当教員 田村　直之 開講区分
前期

単位数
2単位

データベースおよびそれに関連し情報検索，XML文書処理，Webアプリケーション等について，講義および，受講�
者による発表，質疑討論により進めて行く．

授業のテーマと目標

以下のような内容に関して講義を行う�
(1) XML�
(2) XPath�
(3) XMLデータベース�
(4) HTTP�
(5) Servlet, JSP�
(6) XMLデータベース・アプリケーション

授業の概要と計画

成績は，平常点(50%)，発表・レポート(50%)の内容で評価する．�
評価が６０点以上となったものを合格とする．評価の目安は，講義の内容を十分に理解して基礎知識を取得し，意�
欲的に講義に参加したと判断できる場合を優，講義の内容はよく理解したが，積極性が十分でないと判断できる場�
合を良，講義内容について最低限の基礎知識は習得したと判断される場合を可とする．

成績評価方法と基準

Java言語でのプログラミング経験があること．
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

オフィスアワー・連絡先

計算機による演習を行うが、レベルが高いので，事前の準備�
および復習が必須である．

学生へのメッセージ

講義中に指示するWebページを参照のこと．
テキスト

参考書・参考資料等



メディア論開講科目名

担当教員 有木　康雄 開講区分
前期

単位数
2単位

高度化した情報社会では，人間と機械のコミュニケーションが重要な課題である。このコミュニケーションを実現�
する主たるメディアとして音声言語がある。この点から，本講義では音声言語メディアについて工学的に論じる。

授業のテーマと目標

１．音声認識モデル，音声生成モデル�
２．線形予測分析とＺ変換，適応フィルタ，ダイナミックプログラミング�
３．確率�
４．２項分布，１次元正規分布と最尤推定法，ベイズ学習�
５．多項分布，多次元正規分布と最尤推定法�
６．行列式�
７．ラグランジェ未定乗数法�
８．ベイズ識別�
９．ＥＭアルゴリズムと混合分布推定問題�
１０．離散型ＨＭＭ，連続型ＨＭＭ，混合分布型ＨＭＭ�
１１．連続音声認識�
１２．一般化逆行列，特異値分解，部分空間法�
１３．主成分分析，判別分析，数量化４類，因子分析

授業の概要と計画

成績は，レポートの内容で評価する。評価が６０点以上となったものを合格とする。評価の目安は，講義の内容を�
十分に理解して基礎知識を取得し，意欲的に講義に参加したと判断できる場合を優，講義の内容はよく理解した�
が，積極性が十分でないと判断できる場合を良，講義内容について最低限の基礎知識は習得したと判断される場合�
を可とする。

成績評価方法と基準

学部レベルの線形代数，微積分，確率・統計を習得していることが望ましい。
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

質問がある場合は，授業中や授業後に教室で受け付ける。
オフィスアワー・連絡先

授業で学んだ事柄を，各自の研究に役立てて頂きたい。
学生へのメッセージ

プレゼンテーションソフトで講義を行う。
テキスト

講義中に指示する。
参考書・参考資料等



光工学特論開講科目名

担当教員 的場　修 開講区分
前期

単位数
2単位

現在および次世代の光情報処理技術・機器の理解に必要な光技術の基礎と応用を講義する。はじめに光波の特性を�
説明した後、光学的情報処理の基礎であるフーリエ光学、光通信の基礎である光ファイバーの特性、光情報機器、�
光情報機器の基礎であるレーザー等の光源技術に�
ついて講義する。最後に、非線形光学について述べ、最新の研究動向�
について講義する。

授業のテーマと目標

１．光波の基本性質�
２．フーリエ光学と光情報処理�
３．光学素子・機器�
４．レーザー�
５．非線形光学

授業の概要と計画

成績は，レポート及び講義時の演習問題の内容で評価する。評価の目安は、講義の内容を十分に理解した上で、考�
察や自らの意見を的確に述べていると判断できる場合を優，講義の内容は理解しているが、考察や意見が不十分な�
場合を良，講義内容について最低限の基礎知識を習得したと判断される場合を可とする。

成績評価方法と基準

光工学，電磁気学についての基礎知識を習得していることが望ましい。
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

質問がある場合は，授業後や居室で受け付けている。電子メールで都合の良い日時を連絡して下さい。
オフィスアワー・連絡先

次世代光メモリ、光通信、計測、ディスプレイなど身の回りでは光を用いる情報機器が数多くある。科学者、技術�
者としてこれらの原理を理解することは重要である。

学生へのメッセージ

第１回の講義時に指示する。
テキスト

第１回の講義時に紹介する。
参考書・参考資料等



システム設計学特論開講科目名

担当教員 多田　幸生 開講区分
前期

単位数
2単位

機械システムなどの設計において，実験に代わって数値計算によって現象をシミュレーションして詳細設計を進め�
るＣＡＥ（Computer Aided Engineering）が一般化している。本科目では，ＣＡＥの根幹となる数値シミュレー�
ションの基礎と設計最適化の手法について講義する。�

授業のテーマと目標

・数値計算法�
有限要素法�
・連続体力学復習�
・非線形最適化法　　・最適構造設計�
・ニュートピックス�
・演習�

授業の概要と計画

成績は数回のレポートの内容で評価する。全てのレポートを提出したもののみ合格とする。成績評価は中間まとめ�
レポートAを50%、最終まとめレポートBを50%として、講義内容の理解度から評価する。その他のレポートはまと�
めレポートの準備のためのものでもあるので、それらの提出を合格のための最低条件として使用する。

成績評価方法と基準

学部において，数値解析基礎、システム設計学，システム計画学，計算機援用工学もしくはこれらに準ずる科目(数�
値計算法，数理計画法)を履修していることが望ましい。

履修上の注意(関連科目情報等を含む)

いつでも�
tadaｱｯﾄﾏｰｸcs.

オフィスアワー・連絡先

まじめにレポートに取り組んだ人のみ合格とします。
学生へのメッセージ

日本機械学会編，「構造・材料の最適設計」，技報堂出版＋プリント
テキスト

参考書・参考資料等



オペレーションズリサーチ特論開講科目名

担当教員 藤井　信忠 開講区分
前期

単位数
2単位

オペレーションズリサーチ（ＯＲ）における最近の話題を取り上げ，スケジューリング手法，自律分散システム，�
意思決定手法，複雑ネットワークなどに関して講義する．座学だけでなく，輪講や発表，討議を通して理解の向上�
をはかる．�

授業のテーマと目標

以下に示す内容のうちいずれかを取り扱う予定．�
・スケジューリング技法�
・自律分散システム�
・意思決定手法�
・複雑ネットワーク

授業の概要と計画

成績は，出席および発表内容（50%），レポートの内容（50%）で評価する．評価が６０点以上となったものを合�
格とする．評価の目安は，講義の内容を十分に理解して基礎知識を取得し，意欲的に講義に参加したと判断できる�
場合を優，講義の内容はよく理解したが，積極性が十分でないと判断できる場合を良，講義内容について最低限の�
基礎知識は習得したと判断される場合を可とする．

成績評価方法と基準

学部においてオペレーションズリサーチを履修していることが望ましい．
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

質問等は，nfujii@phoenix.kobe-u.ac.jp まで．
オフィスアワー・連絡先

オペレーションズリサーチに関する様々な分野の最近のトピックスについて取り上げます．適宜参考図書・文献を�
紹介するので，講義内容だけでなく，興味を持った分野に関して自身で学習し，オペレーションズリサーチの拡が�
りを実感して下さい．質問等は随時受け付けます．

学生へのメッセージ

講義中に適宜指定する．
テキスト

講義中に適宜紹介する．
参考書・参考資料等



適応・学習と制御開講科目名

担当教員 玉置　久 開講区分
前期

単位数
2単位

生体のもつ諸機能が解明されるにつれ，その特性を人工システムとして実現することが可能となってきている。な�
かでも重要なものが，生体のもつ適応・学習機能であり，これがシステムに合目的な機能を実現させるために肝要�
な要素となる。このような観点から制御の問題を論じる。

授業のテーマと目標

上記テーマのもと，以下の内容について講述する。�
１．生体の適応・学習機能および生態系の進化機構（概説）。�
２．適応・学習のモデル。特に強化学習の枠組みとその計算モデル。�
３．進化のモデル。特に進化的計算の枠組みとその計算モデル。�

授業の概要と計画

成績は，レポートＡ（40%），レポートＢ（40%），レポートＣ（20%）の内容で評価する．評価が60点以上と�
なったものを合格とする。評価の目安は，講義の内容を十分に理解して基礎知識を習得するとともに，それを応用�
する意欲・努力が認められる場合を優，講義の内容はよく理解しているが応用力が十分でないと判断される場合を�
良，講義内容について最低限の基礎知識だけは習得していると判断される場合を可とする。

成績評価方法と基準

システム理論・制御理論・最適化理論に関する基礎知識があることが望ましい。
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

授業中に指示する。
オフィスアワー・連絡先

手順・アルゴリズムの基本的考え方や背景としてのコンセプトを理解・習得してもらいたい。
学生へのメッセージ

特定のテキストは使用しない。必要に応じてプリントを配布する。
テキスト

授業中に指示する。
参考書・参考資料等



システム解析学特論開講科目名

担当教員 太田 有三 開講区分
前期

単位数
2単位

主に非線形システムを対象として，安定解析のための理論と方法について，適用例や演習を交えながら述べる。安�
定性の概念理解と安定判別法の修得を最低限の目的とする。

授業のテーマと目標

下記に示す内容の講義を行う。�
１）リアプノフの安定論�
２）リアプノフ安定論の応用�
３）入出力安定性�
４）入出力安定性と内部安定性の関係�
５）フィードバック系の安定性�
６）消散性，有界実性，正実性�
７）複合系に対する安定解析法�
８）LMI制御系の設計法

授業の概要と計画

授業中の演習とレポートによって評価する．�
演習とレポートは基礎的事項に関するものと応用例などを通じて学習したことの理解をさらに深めるためのものと�
の２種類のものを課す．

成績評価方法と基準

学部において，システム解析学及び演習，システム制御理論I, IIを履修していることが望ましい．
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

木曜日 13:30～14:50 �
S503室�
tcs.y.ohta@people.kobe-u.ac.jp へメールを送り，予約をとることが望ましい．

オフィスアワー・連絡先

制御の基本である安定性に関する知識を身に着けることが最低限の到達目標であるが、各自が論理的に考える能力�
を高めることが望ましい．�

学生へのメッセージ

講義資料をWebページから各自プリントアウトすること．参考書は適宜指示する．
テキスト

平井，池田「非線形制御システムの解析」（オーム社）�
井村順一「システム制御のための安定論」（コロナ社）�
国松，浜田「集中，分布システムの安定論」（実教出版）

参考書・参考資料等



システム制御理論特論開講科目名

担当教員 羅　志偉、長野　明紀 開講区分
前期

単位数
2単位

線形制御系にたいして主に入出力関係が与えられる場合について，解析手法とそれに基づいた設計理論について講�
述する。�
�

授業のテーマと目標

１）制御系設計とロバスト性�
２）構造化されない不確かさに対するロバスト安定解析�
３）構造化された不確かさに対するロバスト安定解析�
４）ロバスト安定化�
５）ロバスト仕様とループ整形�
６）多変数システムに対する周波数応答法

授業の概要と計画

成績は，レポートＡ(30%),レポートＢ(40%)，レポートＣ(30%)の内容で評価する．�
評価が６０点以上となったものを合格とする．評価の目安は，講義の内容を十分に理解して基礎知識を取得し，意�
欲的に講義に参加したと判断できる場合を優，講義の内容はよく理解したが，積極性が十分でないと判断できる場�
合を良，講義内容について最低限の基礎知識は習得したと判断される場合を可とする．

成績評価方法と基準

制御理論に関する基礎知識を有していること。
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

オフィスアワー・連絡先

学生へのメッセージ

テキスト

参考書・参考資料等



ダイナミカルシステム論開講科目名

担当教員 藤崎　泰正 開講区分
前期

単位数
2単位

航空機の姿勢制御，乗用車における ABS・4WS・トラクションコントロール，新幹線車両のアクティブサスペン�
ション，超高層ビルの制振制御など，現代のシステムは高度な制御技術に支えられている．この講義では，これら�
現代の制御技術の数理的な基礎を与えるダイナミカルシステム論について，特に「線形行列不等式 (Linear Matrix �
Inequality, LMI) に基づくシステム制御理論」を取り上げ，システムの安定性・入出力特性の解析法や，制御対象の�
特性変動に対してロバスト（頑強）なコントローラの設計法について，基礎理論を講述する．

授業のテーマと目標

以下の各項目について授業を行う．各項目の授業回数は1回から2回である．�
�
1. LMI に基づくシステム制御理論�
2. 状態方程式と伝達関数�
3. 凸解析と LMI�
4. システムの安定性と安定化�
5. システムの H2 ノルムと H2 制御 �
6. システムの H∞ ノルムと H∞ 制御�
7. 不確かなシステムの 2 次安定性と 2 次安定化�
8. 多目的制御�
9. 機械システムのロバスト安定性とロバスト安定化 �
10. パラメータ依存 LMI とランダマイズドアルゴリズム

授業の概要と計画

中間テスト40点，期末テスト50点，レポート10点の総計100点として評価する．
成績評価方法と基準

制御理論に関する基礎知識をもっていること．例えば，学部において「システム解析学及び演習」や「システム制�
御理論I・II」などを受講していることが望ましい．

履修上の注意(関連科目情報等を含む)

オフィスアワー：随時�
研究室：情報知能工学科棟 (旧システム工学棟) 5階，S504�
e-mail：fujisaki@cs.kobe-u.ac.jp

オフィスアワー・連絡先

質問がある場合には，講義中に遠慮なく尋ねること．また，講義時間外でも，事情の許す限り対応するので，教員�
室に直接来るか，あるいは電子メールにて問い合わせること．

学生へのメッセージ

ノート講義であり，特定の教科書は使用しない．
テキスト

岩崎徹也：LMI と制御，昭晃堂 (1997)�
S. Boyd, L. El Ghaoui, E. Feron, and V. Balakrishnan: Linear Matrix Inequalities in System and Control Theory, SIAM �
(1994)�
R. E. Skelton, T. Iwasaki, and K. Grigoriadis: A Unified Algebraic Approach to Linear Control Design, Taylor and �
Francis (1998)�
G. E. Dullerud and F. Paganini: A Course in Robust Control Theory, Springer-Verlag (2000)

参考書・参考資料等



特別講義I開講科目名

担当教員 神前 陽子 開講区分
前期

単位数
2単位

科学論文を英語で作成する際のノウハウを学び、専門分野で通用する、実践的な英語のスキルを身につける。
授業のテーマと目標

全ての文書はコンテンツ（内容）とパッケージ（表現）から成るが、語学習得が目的の本講義ではパッケージ（表�
現）を整えることに焦点があてられる。科学論文における文書の特徴、その基本構造、機能、それぞれのセクショ�
ンに特徴的なレトリックを習得する。また、講義で習得したことを英語で論文執筆をする際にすぐに使えるよう�
に、サーチスキルおよび効果的なデータベースの構築の仕方を学び、かつ実際に、各学生が自分の研究内容を英語�
で表現し、プレゼンテーションする。

授業の概要と計画

出席、作文、およびプレゼンテーション。期末テストは実施しない。
成績評価方法と基準

単位取得には３分の２以上の出席が必要
履修上の注意(関連科目情報等を含む)

ykozaki@people.kobe-u.ac.jp 
オフィスアワー・連絡先

学習効果を上げるには能動的な授業参加が重要です
学生へのメッセージ

授業時に配布
テキスト

野口ジュディ、松浦克美著，　Judy先生の「英語科学論文の書き方」（CD-ROM付），　�
講談社サイエンティフィク。

参考書・参考資料等
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